
地域広聴事業 岡田地区 市長と市民の「こんだん会」 報告レポート 

 

  

１ 開催趣旨 

岡田地区は、令和４年度から「地域づくりセンター機能強化モデル事業」のモデル地区として

「若い世代との連携による地域づくりの推進」を重点項目として取り組んでいます。 

今回のこんだん会では、「若い力、新たな視点で岡田をもっと元気にしていこう！！」をテーマ

に、信州大学の学生さんや岡田地区に移住・定住した方から岡田地区を元気にしていくための

提案や魅力などについてお話しいただき、市長と意見交換を行いました。 

 

２ 日時等 

⑴ 日 時  令和４年７月２８日（木）午後７時から午後８時４０分まで  

⑵ 場 所  岡田公民館２階 大会議室 

 

３ 参加人員 

  臥雲市長ほか３３名（発言者 1８名、見学者１０名、関係職員５名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 信州大学の学生によるプレゼン 

⑴ 信州大学医学部看護学専攻４年の学生 

【テーマ：切れ目ない継続的な地域活動とソーシャル・キャピタル】 

   ア 岡田地区の高齢者の方々は、家族や近所、友人との交流を大切にしており、その交流を 

通してこれからも自由に楽しく過ごしたい思いがある。 

    イ 岡田地区の高齢者の８割以上の方が福祉ひろば事業に参加しておらず、社会的役割を 

感じていない人が多い傾向。 

   ウ 出張ふれあい健康教室で健康学習会を実施し、人と話すことと認知症・フレイル予防と 

の関係、また、人と話すことで岡田地区全体に健康の輪を広げていることを実感してもら 

う時間とした。 

エ 行政や民間団体、住民を含めたソ－シャルキャピタル、結びつきや繋がりが土台となるこ 

とで、住民全員が支え合いながら自らの手で生活し、自分らしく生きていける地域へと繋 

がる。 



   オ 多職種同士の相談、協力を滞らせないことで長期的に協力する体制ができ、信頼関係 

の構築や継続的な支援に繋がる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 【市長コメント】 

     ・35地区の現場に保健師が常駐できるような体制を作ることを進めている。 

・一番近いところに健康に対する専門的な人がいることで、大きな安心感や支えになる。 

     ・それぞれの地域事情をよくわかって相談を受けたり、サポートしたりできるような体制を 

作っていきたい。 

   【町会長コメント】 

     ・福祉ひろばに来るための交通手段がない。特に塩倉町会～岡田町町会～伊深町会など、

東西の交通手段がないため、それをどうするか考えていかなくてはならない。 

     ・実際にお年寄りは多いが、芥子坊主に登ったり、いろんな形で頑張ったりして動いてい

いる人もいるため、世代や年齢などのカテゴリー別に人を集めるにはどうしたらいいか

やっていきたいと思う。 

 

⑵ 信州大学松本市の魅力発見ゼミ４班 

【テーマ：恋と鯉で岡田に来い】 

   ア 岡田地区の魅力として、 

① 景色が綺麗で、特に芥子坊主公園展望台からの景色は絶景 

② 道端に広がる田園風景や岡田神社など、日本人に馴染みがある昔ながらの風景 

③ 徐厄、縁結び、夫婦和合などの神様として多く点在する道祖神 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   イ 田溝池のベンチや芥子坊主公園のトイレが汚いため、使いにくく、長居しにくいのが課題 

   ウ 各スポットを合わせて「恋」をキーワードにコース化し、穴場デートスポットとする。 

① 田溝池に鯉を放流し、ライトアップやテラスレストランを設置 

② 枯れ松を再利用した縁結びグッズを用意、芥子坊主公園をライトアップしてロマンチッ

クな雰囲気を演出 

③ 岡田神社の石階段はエモいので写真スポットにする。また、枯れ木を再利用した絵馬

を用意 

   エ カップルやファミリーなどが思い出の場所として何回も訪れてくれる岡田地区になってい 

くことが移住・定住に繋がると思う。 

 

   【市長コメント】 

     ・同じ風景やスポットを見ていても気付かないことを若い人達は良いものと気付いている。 

     ・ベンチやトイレが汚いというのは大事なポイントで、トイレについて松本市は学校や公衆 

のトイレの改修や全洋式化をやっているため、芥子坊主公園のトイレ問題についても改 

めてちゃんと考えないといけない。 

     ・「穴場デートスポット in岡田」をこれだけに留まらず、実際何か形に残してもらえると嬉 

しい。 

【移住者コメント】 

     ・岡田は、縄文時代から脈々と途切れることなく人が住み続けており、その土地を守って 

きた人がいるので、新しく入ってくる人は、それを感じながら入っていかないといけない。 

     ・仕事をバリバリやるとかは都会に行ったほうがいいが、子育てとか老後とか、１人で最後 

を迎える時など、圧倒的に田舎のほうが良いと思う。 

     ・私は札幌育ちで旦那は東京育ちだが、都会だと全て自己責任を負う街なので地域で助 

け合うとか、ソーシャルキャピタルがそもそも無い。 

 

⑶ 信州大学松本市の魅力発見ゼミ１班 

【テーマ：アートで地域をつなぐ】 

   ア 岡田地区は場所によって年齢層にバラつきがあり、地区の南側は新興住宅住民や信大 

    生などの若年層や親子世代が多いのに対し、地区の北側は農家が多く年齢層が高い。 

   イ 子どもと高齢者の繋がりを持たせ 

ながら、コロナ禍の中しっかりと顔が 

わかり、長期的に住民が一体感を持 

てるイベントとして、アートをテーマに 

したワークショップを行う。 

   ウ 住民の顔を用いたアート作品を作り 

ながら地区の住民の顔を覚えることも 

でき、作品を集めた顔パネルを作って 

展示する。 

   エ 地区の魅力的なスポットを撮影した物を基に、防水性のタイルを用いて製作し、写真の 

    基になった場所などに展示する。 

 



   オ ワークショップには複数回参加してもらうようにし、展示する作品も保存していくことで 

    地区の魅力が高まり、地区外から来た家族に過ごしやすいと思ってもらい、移住定住に繋 

げていく。 

 

【市長コメント】 

    ・これも大学生の感性じゃないと出てこないアートの一つで、子どもでも簡単にできるとい 

うことなので、いろんなところで面白く展開してもらえればと思う。 

    ・子どもとお年寄りが交流する場、若い人がもっと立ち寄れる場として、地域づくりセンター、 

公民館、福祉ひろばが若い世代も含めて全世代に足を運んでもらえるような場になって 

ほしい。 

    ・今ある建物やスペースの使い方をもっと広げていき、特に若い世代に広げていくと、みん 

なにとってハッピーな状況に繋がるだろうと思う。 

 

５ 岡田地区への移住者の話 

⑴ 塩倉町会に住んでいるが交通の便が悪いのを感じており、高齢者がタクシーを使って移動

している姿をよく見るため、もう少し近くに小さいバスなどの公共交通があるといい。 

⑵ 子どもたちを対象にしたイベントを開催しようとした時、地区内に周知をするため回覧板を回

すことを相談した際、月１回と決まっていて回せないと断られた。もう少し柔軟に対応しても

らえればと思った。 

⑶ 都会に住んでいると自分の親や祖父母からしか聞けないような話を地域のおじいちゃんお

ばあちゃんと話したり、困った時は町会長さんなどに相談ができたりして、人との繋がりが生

まれていくのを感じる。 

⑷ 東京には東京の良さ、松本には松本の良さがそれぞれあったりするので、全部を変えなくて

もピンポイントで変えていって住み良くしていけばいい。 

⑸ 県外から友達などが来ると、松本は良いところだとみんな褒めてくれるので、上手くアピール

ができれば県外から来てくれる人はいると思う。 

 

【市長コメント】 

    ・地域に新しく入ってくる人たちは、自己主張が強ければ上手くいかず大切なものを壊すか 

もしれないし、住み続けている人たちは、受け入れるという気持ちを持つなど、両方の気持 

ちの向き合い方が大切。 

    ・回覧板による情報共有などは、新しい世代の人たちが牽引しながら、例えば LINEを利 

用した情報伝達方法を作っていくなど、新旧世代がそれぞれ持つ強みや得意分野を上手 

くかみ合わせることで一体感の醸成に繋がると思う。 

 

６ まとめ 

⑴ 町会連合会長コメント 

よくお年寄りは「昔は良かった」と言うが、今はスーパーやお医者さんもあり、今のほうが良

いと思う中「昔は良かった」というのが何なのかというのが、岡田の魅力を探るキーワードに

なるのでないか。 

信大や地域づくりセンターの皆さんなどが、岡田に住んでいる人たちが感じてないことを感



じてくれて、いろいろやろうとしてくれていることに感謝とリスペクトをし、自分たちの住んで

いるところを考えてくれる人がたくさんいることを肝に銘じて活動していきたい。 

⑵ 市長コメント 

本日参加していただいた信大生の皆さんには、信大との距離が近くて子どもが増えている

この岡田をホットスポットだと思っていただき、是非関わりを強く、また、濃く継続してもらえた

らと思う。 

それが、松本市全体の町会と若い世代 

   の関係や、公民館や福祉ひろばのあり方 

の見直し、子どもと高齢者の皆さんとの接 

点、居場所をどのように作っていくかとい 

うことなど、全体的に繋がっていくような場 

であり、地区全体で考えるということに繋 

がっていくと思う。 

    トイレの問題や道路の問題など、山積して 

   いるが、優先順位が高いということがポイ 

ントだと思うので、地域の皆さんの創意と工夫と行動力で「岡田地区をもっと元気に！」とい 

うことに繋げていただきたい。 

 


